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4 実行結果が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．しく導き出されているかを課題レポートで評価する．導き出されているかを課題レポートで評価する．き出されているかを課題レポートで評価する．出されているかを課題レポートで評価する．されているかを課題レポートで評価する．課題レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2020年度シラバスシラバス

情報処理 (Information Processing))

朝倉 義裕 准教授, 小林 洋二 教授

機械工学科・2年A組・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

情報処理における重要な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語で評価する．あるプログラミングの講義と演習をプログラム言語講義と演習をプログラム言語演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．プログラム言語言語Cを課題レポートで評価する．用いて行う．授業では，授業計画にいて行う．授業で評価する．は，授業計画に授業計画にに
ある各項目について文法および問題解決の処理手順について文法および問題解決の処理手順および問題解決の処理手順問題レポートで評価する．解決の処理手順の講義と演習をプログラム言語処理手順(アルゴリズム言語)の講義と演習をプログラム言語解説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，を課題レポートで評価する．行い，授業計画に課題レポートで評価する．演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．通してプログラム言語を課題レポートで評価する．作成し，し，授業計画に
問題レポートで評価する．を課題レポートで評価する．解決の処理手順する手順を課題レポートで評価する．実習をプログラム言語する．

【A3】プログラムの作成から，コーディング，デバッギング，コンパイル，実行プログラム言語の講義と演習をプログラム言語作成し，から，授業計画にコーディング，授業計画にデバッギング，授業計画にコンパイル，授業計画に実行
まで評価する．の講義と演習をプログラム言語手順を課題レポートで評価する．理解し，授業計画に習をプログラム言語得する．する．

プログラム言語の講義と演習をプログラム言語作成し，，授業計画にコーディング，授業計画にデバッギング，授業計画に実行の講義と演習をプログラム言語手順が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．理解で評価する．き出されているかを課題レポートで評価する．ている
かを課題レポートで評価する．，授業計画に演習をプログラム言語課題レポートで評価する．の講義と演習をプログラム言語レポートで評価する．によって評価する．する．

【A3】プログラムの作成から，コーディング，デバッギング，コンパイル，実行C言語の講義と演習をプログラム言語文法および問題解決の処理手順と演習をプログラム言語コーディングマナーを課題レポートで評価する．理解する．
文法および問題解決の処理手順が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．しく導き出されているかを課題レポートで評価する．理解されているかを課題レポートで評価する．課題レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．あわせて，授業計画に中間試
験と定期試験によって，この項目を評価する．と演習をプログラム言語定期試験と定期試験によって，この項目を評価する．によって，授業計画にこの講義と演習をプログラム言語項目について文法および問題解決の処理手順を課題レポートで評価する．評価する．する．

【A3】プログラムの作成から，コーディング，デバッギング，コンパイル，実行問題レポートで評価する．を課題レポートで評価する．解決の処理手順するための講義と演習をプログラム言語基本的なアルゴリズムを理解し，な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語アルゴリズム言語を課題レポートで評価する．理解し，授業計画にCを課題レポートで評価する．用いて行う．授業では，授業計画にいてプ
ログラム言語を課題レポートで評価する．正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．しく導き出されているかを課題レポートで評価する．記述することができる．すること演習をプログラム言語が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．で評価する．き出されているかを課題レポートで評価する．る．

解法および問題解決の処理手順の講義と演習をプログラム言語アルゴリズム言語が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．しく導き出されているかを課題レポートで評価する．理解されているかを課題レポートで評価する．課題レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．あ
わせて，授業計画に中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．と演習をプログラム言語定期試験と定期試験によって，この項目を評価する．によって，授業計画にこの講義と演習をプログラム言語項目について文法および問題解決の処理手順を課題レポートで評価する．評価する．する．

【A3】プログラムの作成から，コーディング，デバッギング，コンパイル，実行与えられた課題に対し，えられた課題レポートで評価する．に対し，し，授業計画に20～30行程度シラバスまで評価する．の講義と演習をプログラム言語簡単な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語プログラム言語を課題レポートで評価する．作
成し，，授業計画にコンパイル，授業計画に実行し，授業計画に正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．しい結果が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．を課題レポートで評価する．導き出されているかを課題レポートで評価する．く導き出されているかを課題レポートで評価する．こと演習をプログラム言語が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．で評価する．き出されているかを課題レポートで評価する．る．

成し，績は，試験は，授業計画に試験と定期試験によって，この項目を評価する．70%　レポートで評価する．30%　と演習をプログラム言語して評価する．する．な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語お，授業計画に試験と定期試験によって，この項目を評価する．成し，績は，試験は中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．と演習をプログラム言語定期試験と定期試験によって，この項目を評価する．の講義と演習をプログラム言語平均点とする．総合評価をと演習をプログラム言語する．総合評価する．を課題レポートで評価する．
100点とする．総合評価を満点とする．総合評価をで評価する．算出されているかを課題レポートで評価する．し，授業計画に60点とする．総合評価を以上を合格とする．また，ここでいうレポートとは，毎回の授業で課される演習課題に対してプロを課題レポートで評価する．合格とする．また，ここでいうレポートとは，毎回の授業で課される演習課題に対してプロと演習をプログラム言語する．また，授業計画にここで評価する．いうレポートで評価する．と演習をプログラム言語は，授業計画に毎回の授業で課される演習課題に対してプロの講義と演習をプログラム言語授業で評価する．課される演習をプログラム言語課題レポートで評価する．に対し，してプロ
グラム言語リストで評価する．と演習をプログラム言語実行結果が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．を課題レポートで評価する．メール等で評価する．提出されているかを課題レポートで評価する．するもの講義と演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．いう．

「かんたん C言語」：大川内隆朗，大原竜男（技術評論社）大川内隆朗，授業計画に大原竜男（技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語評論社）

「解き出されているかを課題レポートで評価する．な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．ら学ぶC言語」：大川内隆朗，大原竜男（技術評論社）柴田望洋（ソフトで評価する．バンクパブリッシング）
「やさしいC」：大川内隆朗，大原竜男（技術評論社）高橋麻奈（ソフトで評価する．バンククリエイティブ）
「はじめての講義と演習をプログラム言語C」：大川内隆朗，大原竜男（技術評論社）椋田 實（技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語評論社）

情報基礎，授業計画に数学I，授業計画に数学II，授業計画に物理

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1学年の講義と演習をプログラム言語情報基礎で評価する．学んだコンピュータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をコンピュータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をの講義と演習をプログラム言語取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をり扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をい，授業計画にブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をやメールの講義と演習をプログラム言語使い方が理解できていることを前提として授業をい方が理解できていることを前提として授業をが正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．理解で評価する．き出されているかを課題レポートで評価する．ていること演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．前提と演習をプログラム言語して授業を課題レポートで評価する．
行います．



授業の計画（情報処理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 シラバス説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明，授業計画にコンピュータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をの講義と演習をプログラム言語基礎，授業計画にデータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をの講義と演習をプログラム言語扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をいと演習をプログラム言語誤差

2 フローチャートで評価する．の講義と演習をプログラム言語説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明と演習をプログラム言語演習をプログラム言語

3

4 変数 変数の講義と演習をプログラム言語型，授業計画に変数の講義と演習をプログラム言語宣言，授業計画に変数への講義と演習をプログラム言語値の代入，変数の値を表示する方法について理解する．の講義と演習をプログラム言語代入，授業計画に変数の講義と演習をプログラム言語値の代入，変数の値を表示する方法について理解する．を課題レポートで評価する．表示する方法について理解する．する方が理解できていることを前提として授業を法および問題解決の処理手順について理解する．

5 四則演算，授業計画に単項演算子，授業計画に二項演算子，授業計画に演算子の講義と演習をプログラム言語前置と後置，型変換について理解する．と演習をプログラム言語後置と後置，型変換について理解する．，授業計画に型変換について理解する．について理解する．

6 四則演算，授業計画に単項演算子，授業計画に二項演算子，授業計画に演算子の講義と演習をプログラム言語前置と後置，型変換について理解する．と演習をプログラム言語後置と後置，型変換について理解する．，授業計画に型変換について理解する．について理解する．

7 ここまで評価する．の講義と演習をプログラム言語復習をプログラム言語と演習をプログラム言語演習をプログラム言語

8 前期中間試験と定期試験によって，この項目を評価する． ここまで評価する．の講義と演習をプログラム言語内容の理解度を確認するために中間試験を行う．の講義と演習をプログラム言語理解度シラバスを課題レポートで評価する．確認するために中間試験を行う．するために中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．を課題レポートで評価する．行う．

9 試験と定期試験によって，この項目を評価する．返却，授業計画に関数と演習をプログラム言語標準ライブラリ関数ライブラリ関数

10

11

12

13 配列の宣言，値の代入と初期化，配列の使い方を説明し，配列を用いた繰り返し処理について理解する．の講義と演習をプログラム言語宣言，授業計画に値の代入，変数の値を表示する方法について理解する．の講義と演習をプログラム言語代入と演習をプログラム言語初期化，授業計画に配列の宣言，値の代入と初期化，配列の使い方を説明し，配列を用いた繰り返し処理について理解する．の講義と演習をプログラム言語使い方が理解できていることを前提として授業をい方が理解できていることを前提として授業をを課題レポートで評価する．説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画に配列の宣言，値の代入と初期化，配列の使い方を説明し，配列を用いた繰り返し処理について理解する．を課題レポートで評価する．用いて行う．授業では，授業計画にいた繰り返し処理について理解する．り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を返し処理について理解する．

14 ここまで評価する．の講義と演習をプログラム言語復習をプログラム言語と演習をプログラム言語演習をプログラム言語

15

16

17 標準ライブラリ関数ライブラリ関数の講義と演習をプログラム言語算術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語関数について説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画にそれらの講義と演習をプログラム言語使い方が理解できていることを前提として授業をい方が理解できていることを前提として授業をを課題レポートで評価する．理解する．

18 文字列の宣言，値の代入と初期化，配列の使い方を説明し，配列を用いた繰り返し処理について理解する．操作 文字列の宣言，値の代入と初期化，配列の使い方を説明し，配列を用いた繰り返し処理について理解する．データの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をの講義と演習をプログラム言語宣言，授業計画に格とする．また，ここでいうレポートとは，毎回の授業で課される演習課題に対してプロ納，授業計画に文字列の宣言，値の代入と初期化，配列の使い方を説明し，配列を用いた繰り返し処理について理解する．を課題レポートで評価する．扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をう関数について説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画に文字列の宣言，値の代入と初期化，配列の使い方を説明し，配列を用いた繰り返し処理について理解する．データの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をの講義と演習をプログラム言語扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をい方が理解できていることを前提として授業をを課題レポートで評価する．理解する．

19 ポインタの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を ポインタの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を，授業計画に配列の宣言，値の代入と初期化，配列の使い方を説明し，配列を用いた繰り返し処理について理解する．と演習をプログラム言語ポインタの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を，授業計画に＆演算子と＊演算子について説明し，ポインタ，アドレス，メモリの関係を理解する．演算子と演習をプログラム言語＊演算子について説明し，ポインタ，アドレス，メモリの関係を理解する．演算子について説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画にポインタの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を，授業計画にアドレス，授業計画にメモリの講義と演習をプログラム言語関係を理解する．を課題レポートで評価する．理解する．

20 ポインタの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をと演習をプログラム言語関数 関数と演習をプログラム言語ポインタの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をにおける値の代入，変数の値を表示する方法について理解する．渡しとポインタ渡しの違いを理解する．しと演習をプログラム言語ポインタの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を渡しとポインタ渡しの違いを理解する．しの講義と演習をプログラム言語違いを理解する．いを課題レポートで評価する．理解する．

21

22 外部ファイルからデータを読み込む方法を理解する．ファイルからデータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をを課題レポートで評価する．読み込む方法を理解する．み込む方法を理解する．込む方法を理解する．む方法を理解する．方が理解できていることを前提として授業を法および問題解決の処理手順を課題レポートで評価する．理解する．

23 後期中間試験と定期試験によって，この項目を評価する． ここまで評価する．の講義と演習をプログラム言語内容の理解度を確認するために中間試験を行う．の講義と演習をプログラム言語理解度シラバスを課題レポートで評価する．確認するために中間試験を行う．するために中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．を課題レポートで評価する．行う．

24

25 引き続き，構造体について説明し，その演習を行う．き出されているかを課題レポートで評価する．続き，構造体について説明し，その演習を行う．き出されているかを課題レポートで評価する．，授業計画に構造体について説明し，その演習を行う．について説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画にその講義と演習をプログラム言語演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．行う．

26 ワンボードマイコンと演習をプログラム言語ワンボードマイコン上を合格とする．また，ここでいうレポートとは，毎回の授業で課される演習課題に対してプロで評価する．動作するプログラミングについて説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画に演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．行う．

27 ワンボードマイコンにモータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を等の講義と演習をプログラム言語機器をつなぎ，マイコンから機器を動作させるためのプログラミングについて説明し，演習を行う．を課題レポートで評価する．つな技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語ぎ，授業計画にマイコンから機器をつなぎ，マイコンから機器を動作させるためのプログラミングについて説明し，演習を行う．を課題レポートで評価する．動作させるための講義と演習をプログラム言語プログラミングについて説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画に演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．行う．

28 ワンボードマイコンにモータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を等の講義と演習をプログラム言語機器をつなぎ，マイコンから機器を動作させるためのプログラミングについて説明し，演習を行う．を課題レポートで評価する．つな技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語ぎ，授業計画にマイコンから機器をつなぎ，マイコンから機器を動作させるためのプログラミングについて説明し，演習を行う．を課題レポートで評価する．動作させるための講義と演習をプログラム言語プログラミングについて説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画に演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．行う．

29 復習をプログラム言語と演習をプログラム言語演習をプログラム言語 ここまで評価する．の講義と演習をプログラム言語内容の理解度を確認するために中間試験を行う．の講義と演習をプログラム言語復習をプログラム言語と演習をプログラム言語演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．行う．

30 試験と定期試験によって，この項目を評価する．返却，授業計画に授業アンケートで評価する．入力 定期試験と定期試験によって，この項目を評価する．の講義と演習をプログラム言語試験と定期試験によって，この項目を評価する．返却，授業計画に答案確認するために中間試験を行う．，授業計画に授業アンケートで評価する．入力を課題レポートで評価する．行う．最後に，授業計画に本科目について文法および問題解決の処理手順で評価する．学んだコンピュータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を内容の理解度を確認するために中間試験を行う．について総括する．する．

前期，授業計画に後期と演習をプログラム言語もに中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．および問題解決の処理手順定期試験と定期試験によって，この項目を評価する．を課題レポートで評価する．実施する．状況に応じて再試験を実施する場合がある．する．状況に応じて再試験を実施する場合がある．に応じて再試験を実施する場合がある．じて再試験と定期試験によって，この項目を評価する．を課題レポートで評価する．実施する．状況に応じて再試験を実施する場合がある．する場合が正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．ある．

本科目について文法および問題解決の処理手順の講義と演習をプログラム言語シラバスを課題レポートで評価する．説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明したあと演習をプログラム言語，授業計画に情報基礎で評価する．学んだコンピュータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をコンピュータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をの講義と演習をプログラム言語ハードウェア構成し，と演習をプログラム言語その講義と演習をプログラム言語機能を復習する．あわせて，データのを課題レポートで評価する．復習をプログラム言語する．あわせて，授業計画にデータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をの講義と演習をプログラム言語
表現(2進数，授業計画に8進数，授業計画に16進数）を課題レポートで評価する．復習をプログラム言語し，授業計画に誤差について学ぶ．

コンピュータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をが正しく導き出されているかを課題レポートで評価する．行うデータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をの講義と演習をプログラム言語入出されているかを課題レポートで評価する．力，授業計画に演算，授業計画に条件分岐，授業計画に繰り返し処理について理解する．り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を返しな技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語どの講義と演習をプログラム言語処理と演習をプログラム言語処理の講義と演習をプログラム言語流れを図的に表現するフローチャートについてれを課題レポートで評価する．図的なアルゴリズムを理解し，に表現するフローチャートで評価する．について
説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画に簡単な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語問題レポートで評価する．を課題レポートで評価する．解く導き出されているかを課題レポートで評価する．ためにフローチャートで評価する．を課題レポートで評価する．描く演習を行う．く導き出されているかを課題レポートで評価する．演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．行う．

簡単な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語プログラミング，授業計画にC言語の講義と演習をプログラム言語基本的なアルゴリズムを理解し，な技術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語ルール
C言語を課題レポートで評価する．用いて行う．授業では，授業計画にいたプログラム言語の講義と演習をプログラム言語書き方とコーディング作法，プログラムをコンパイルする方法，プログラムを実行する方法を説明し，そき出されているかを課題レポートで評価する．方が理解できていることを前提として授業をと演習をプログラム言語コーディング作法および問題解決の処理手順，授業計画にプログラム言語を課題レポートで評価する．コンパイルする方が理解できていることを前提として授業を法および問題解決の処理手順，授業計画にプログラム言語を課題レポートで評価する．実行する方が理解できていることを前提として授業を法および問題解決の処理手順を課題レポートで評価する．説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画にそ
れらについて演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．通して理解する．

演算子 1

演算子 2

C言語を課題レポートで評価する．用いて行う．授業では，授業計画にいたプログラム言語の講義と演習をプログラム言語コーディング，授業計画にコンパイル，授業計画にプログラム言語の講義と演習をプログラム言語実行，授業計画に変数，授業計画に演算子について復習をプログラム言語し，授業計画に演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．行う．

中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．を課題レポートで評価する．返却し，授業計画に答案の講義と演習をプログラム言語確認するために中間試験を行う．を課題レポートで評価する．行ったあと演習をプログラム言語，授業計画に関数の講義と演習をプログラム言語定義，授業計画に呼び出し，標準ライブラリ関数について説明し，関数の使い方を理解すび問題解決の処理手順出されているかを課題レポートで評価する．し，授業計画に標準ライブラリ関数ライブラリ関数について説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画に関数の講義と演習をプログラム言語使い方が理解できていることを前提として授業をい方が理解できていることを前提として授業をを課題レポートで評価する．理解す
る．

条件分岐 1 関係を理解する．演算子，授業計画に論理式，授業計画にif文を課題レポートで評価する．説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画に条件分岐について理解する．

条件分岐 2 if-else文を課題レポートで評価する．説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画にそれらを課題レポートで評価する．用いて行う．授業では，授業計画にいた条件分岐について理解する．

繰り返し処理について理解する．り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を返し処理 1 for文を課題レポートで評価する．説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画にそれらを課題レポートで評価する．用いて行う．授業では，授業計画にいた繰り返し処理について理解する．り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を返し処理について理解する．

繰り返し処理について理解する．り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を返し 2，授業計画に配列の宣言，値の代入と初期化，配列の使い方を説明し，配列を用いた繰り返し処理について理解する．

if文，授業計画にfor文，授業計画に配列の宣言，値の代入と初期化，配列の使い方を説明し，配列を用いた繰り返し処理について理解する．を課題レポートで評価する．用いて行う．授業では，授業計画にいた演習をプログラム言語を課題レポートで評価する．行う．

試験と定期試験によって，この項目を評価する．返却，授業計画に授業アンケートで評価する．入力，授業計画にwhile文 定期試験と定期試験によって，この項目を評価する．の講義と演習をプログラム言語試験と定期試験によって，この項目を評価する．返却，授業計画に答案確認するために中間試験を行う．，授業計画に授業アンケートで評価する．入力を課題レポートで評価する．実施する．状況に応じて再試験を実施する場合がある．したあと演習をプログラム言語，授業計画にwhile文について説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明する．

switch文，授業計画にdo-while文 switch文，授業計画にdo-while文，授業計画にbreak文，授業計画にcontinue文を課題レポートで評価する．説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画にそれらを課題レポートで評価する．用いて行う．授業では，授業計画にいた条件分岐処理，授業計画に繰り返し処理について理解する．り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業を返し処理について理解する．

標準ライブラリ関数ライブラリ関数(算術であるプログラミングの講義と演習をプログラム言語関数)

ファイル入出されているかを課題レポートで評価する．力 1 C言語の講義と演習をプログラム言語プログラム言語から外部ファイルからデータを読み込む方法を理解する．ファイルへデータの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をを課題レポートで評価する．書き方とコーディング作法，プログラムをコンパイルする方法，プログラムを実行する方法を説明し，そき出されているかを課題レポートで評価する．込む方法を理解する．む方法を理解する．方が理解できていることを前提として授業を法および問題解決の処理手順を課題レポートで評価する．理解する．

ファイル入出されているかを課題レポートで評価する．力 2

試験と定期試験によって，この項目を評価する．返却，授業計画に構造体について説明し，その演習を行う． 1 中間試験と定期試験によって，この項目を評価する．を課題レポートで評価する．返却し，授業計画に答案の講義と演習をプログラム言語確認するために中間試験を行う．を課題レポートで評価する．行ったあと演習をプログラム言語，授業計画にいく導き出されているかを課題レポートで評価する．つかの講義と演習をプログラム言語変数を課題レポートで評価する．ひと演習をプログラム言語まと演習をプログラム言語まり扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をの講義と演習をプログラム言語データの取り扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をと演習をプログラム言語して扱い，ブラウザやメールの使い方が理解できていることを前提として授業をう構造体について説明し，その演習を行う．について説を行い，課題演習を通してプログラムを作成し，明し，授業計画にその講義と演習をプログラム言語概念
を課題レポートで評価する．理解する．

構造体について説明し，その演習を行う． 2

ワンボードマイコンと演習をプログラム言語その講義と演習をプログラム言語プログラミング 1

ワンボードマイコンの講義と演習をプログラム言語プログラミング 2

ワンボードマイコンの講義と演習をプログラム言語プログラミング 3

備など）
考
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